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序　　　　文

本市は、奈良県北西部・奈良盆地の西端に位置し、古代の『万葉集』にもう

たわれた二上山を背景に市域がひろがっています。

大阪都市圏に近接する地理的条件から、現在64，000を超える人口を擁するベッ

ドタウンとして発展しており、今もなお人口増加の一途をたどっています。

その反面、古くから自然環境に恵まれ、現在まで受け継がれてきた埋蔵文化

財をはじめ、各種の文化財が数多く残されています。

なかでも、二上山北麓には二上山が産出するサヌカイトを利用した石器製作

遺跡である二上山北麓遺跡群や市北部に所在する飛鳥時代の寺院跡と推定され

ている尼寺廃寺遺跡などは、ひろく学会に知られているところでございます。

このたび、平成12年度国庫補助金事業の一環として実施しました市内遺跡2

件の発掘調査結果をとりまとめ、その発掘調査既報を発刊することとなりまし

た。

この発掘調査を実施するにあたりまして、ご協力を賜わりました地元の方々

をはじめ、その他関係者の皆さまに深く感謝を申し上げますとともに、この調

査既報が多くの方の目にふれ、本市の埋蔵文化財に対する理解を深めていただ

けますれば幸甚に存じます。

また、今後とも埋蔵文化財行政に邁進していく所存ですので、関係各位のよ

り一層のご指導、ご協力をお願いする次第です。

平成13年3月

香芝市教育委員会

教育長　山　田　勝　治
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野2号墳第2次調査1件と香芝市尼寺2丁目66－2・66－3番地に所在する尼寺北廃
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第1図　平成12年度国庫補助金事業に伴う発掘調査地位置図（S＝1／50′000）

表1平成12年度国庫補助金事業に伴う発掘調査地一覧

No⊥ 遺　 跡　 名 調査次数 調査地番 調　　 査　　 期　　 間 調査面積

1 平野 2号墳 第 2 次 平野1043番地
平成12年 7月11日～

平成13年 3 月30日
36 I迂

2 尼寺北廃寺 第16次
尼寺 2丁目66－2 ・

66－3
平成12年 8 月9 日～8 月24日 30 I迂



I　国庫補助金事業について

1国庫補助金事業の経過

香芝市では、近年急増する開発行為に対して文化財保護の観点から昭和56年度以来、毎年国庫

補助金事業による市内遺跡発掘調査を継続的に実施している。その目的は、各遺跡の実態を把握

し、今後の開発行為に対応するためのデータ収集と自己用住宅建築に対処するためである。

昭和56年度～平成2年度までは旧石器時代を中心とする二上山北麓遺跡群を中心に調査がすす

められ、貴重な成果を得た。

平成3年度から平成9年度までは尼寺廃寺（尼寺北廃寺・尼寺南廃寺）の寺域の範囲確認調査

を実施し、なかでも、平成7年度に尼寺北廃寺で実施した第10次調査では、日本で最大級の塔心

礎が検出され、心礎の柱座内から12個の金環や水晶玉4点、ガラス玉3点、刀子1点等の舎利荘
1）

厳具を検出するなど多大な成果を得た。

平成11年度からは新たに3年事業計画で平野1号墳（平野車塚古墳）・平野2号墳の範囲確認

調査を計画・実施している。事業初年度の平成11年度は、実態の不明であった平野1号墳（平野

車塚古墳）・平野2号墳の地形測量調査を実施し、詳細な地形測量図面を作成した。

この結果、平野1号墳は、従来から推測されてきたような方墳ではなく、円墳である可能性が

強いことが明らかとなった。また、平野2号墳については、第1次調査の結果、復元推定直径約

26m前後、高さ約6．5mの円墳で、版築技法により墳丘が構築されていることや横穴式石室の羨
2）

道部の左右側壁の一部を検出するに至り、内部主体部は横穴式石室であることを確認した。

2　平成12年度国庫補助金事業の概要

平成12年度は、個人住宅建築に伴う事前調査としては、香芝市北部に所在する尼寺北廃寺の発

掘調査（第16次調査）1件を実施した。その結果、東面北回廊に伴う中門の基壇の一部と推定さ

れる遺構を検出した。

また、保存に伴う範囲確認調査としては、継続事業として昨年度に続き香芝市北部に所在する

平野2号境の発掘調査（第2次調査）1件を実施した。

今年度は、平成11年度の第1次調査で検出した横穴式石室の羨道を調査し、その結果、これま

で一般に全く知られていなかった横穴式石室を1基検出した。石室内部は中・近世に盗掘を受け

ており、顕著な副葬品等は検出されなかったが、玄室内の床面に凝灰岩を敷いた特殊な構造をも

つ横穴式石室であることを確認した。
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Ⅱ　平野2号墳第2次調査

1　位置と環境

平野1号墳（平野車塚古墳）・平野2号墳は、香芝市北部の香芝市平野1197番地に所在する。

古墳は、明神山（標高274m）の北西から南東方向へ緩やかに派生する標高60m前後の低丘陵

上に立地しており、丘陵東側の丘陵末端部に平野1号墳が、心々距離にして約38mの間隔をおい

て西方に平野2号墳が築造されている。

同丘陵上の南東斜面には東西約330mの範囲にわたって消滅した古墳も併せて約6基の古墳が

分布していたことが推定されており、平野古墳群と呼称されている。平野古墳群は、平野1・2

号墳を東端として古墳群の中央部に消滅した平野3・4号墳の他、古墳群の西端には二上山の産

出する凝灰岩の切石を使用した横口式石櫛として著名な平野塚穴山古墳（国指定史跡）等の7世
3）

紀代を中心とする終末期に築造された古墳とで構成されている。

これらの古墳は、地元に残された江戸時代の古絵図から平野3・4号墳は武烈天皇陵として、

平野塚穴山古墳は顕宗天皇陵として治定されており、平野1・2号墳は御廟所としての取り扱い

を受けていたことがうかがえる。

古墳の周辺の遺跡としては、平野2号墳の北西約100mには須恵器や瓦を焼成したと推定され
4）

る地下式の有段登窯を有する平野窯跡群が所在する。また、北東約200mには7世紀後半の創建

が考えられる尼寺北廃寺等の7世紀を中心とした遺跡が集中しており、平野古墳群と平野窯跡群、
5）

尼寺廃寺についてはその盛衰に密接な関係があると考えられている。
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【平野1号墳（平野車塚古墳）】

平野古墳群の中でも最も東側の丘陵の東端部に構築された古墳である。古墳の北側と東側は既

に宅地化しており、南側の羨道部付近や墳丘の西側の一部が土砂採集によって削平されて墳丘は

著しく崩壊している。これまでは、一辺20m、高さ3．5mの方墳と推定されていたが、平成11年

度に実施した地形測量調査から円墳と推定される。

主体部は南方に開口した横穴式石室で、方位は西へ5度振っている。横穴式石室は、墳丘の中

心からやや南側に築かれており、全長（残存長）9．2m、玄室幅2．8m、長さ3．5m、現在の堆積土

（床面）からの高さは2m、左右の袖部の長さは0．5～0．6mを測る。玄室は、主として比較的面

の整った花崗岩の巨石を2段積にして構築しており、2石目で内側へ緩やかに持ち送りを行って

いる。天井には2枚の巨石を架構しており、側石の隙間には小石を詰めている。羨道部は面の整っ

た花崗岩の巨石を1列に4石並べ、天井には2枚の巨石を架構しており、羨道幅1．8m、高さ1．8

mを測る。

とくに玄室の平面規格は高麗尺の長さ10尺×幅8尺に設計して構築されたことが想定されてお
・’ノ

り、また、石室の平面形態が正方形に近いことや奥壁・玄室・羨道の側壁の右横技法から7世紀
6）

前半に築造された古墳と考えられている。

【平野2号墳】

平野古墳群の東側の丘陵南斜面、平野1号墳の西方に築かれている。古墳の北方・西方・南方

は宅地造成によって削平されており、かろうじて墳丘の東側のみが旧地形を止めている。

調査前は、直径20m、高さ3mの円墳と推定されていたが、平成11年度の発掘調査で直径26m、
7）

高さ6．5mの円墳で、版築技法により古墳が構築されていることが確認された。

崎

図3　平野古墳群分布図（S＝／5′000）
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2　調査の経過

今年度は、両古墳の敷地内に生息した雑草や根株の除去後、平成11年度に平野2号墳の墳丘南

側の第4調査区内で検出した羨道部南端と推定される左右側壁の中心部を主軸として、第4調査

区に沿って南北4mx東西3．8mの調査区を1箇所設定して北方に遺存すると推定される横穴式

石室の羨道部の左右側壁や天井石、玄室の検出を主眼として人力により発掘調査を実施した。

そして、羨道部の左右側壁と天井石の検出状況によって順次調査区域を拡張して行くこととし

た。調査が進行して行くにつれて羨道部の南端は、左右側壁が遺存しているのみで羨道の天井石

は抜き取られて土砂が厚く堆積している可能性が強いことが判明し、また、墳丘南側は地形的な

制約から羨道部から横位に掘削して土砂を搬出することが不可能であったため、墳丘上部の羨道

の天井石の抜き取られた箇所から掘削し、羨道の天井石を検出して侵入可能な状態になった段階

で羨道を横位に侵入して発掘調査を進めることとした。

横穴式石室内部の調査は、石室中央部に南北方向の主軸を設定し、この南北の主軸を介して東

西それぞれ1m四方の調査区を計30箇所設定した。

調査は、調査区ごとに堆積層序を重視しながら遺物の出土状況の図面を作成しつつ、また、遺

物は調査区ごとに出土番号を明記して取り上げた。

各調査区内に堆積していた土砂は、石室外に搬出して、全て3mm四方の網目のトーシで土器や

凝灰岩、炭化物、凝灰岩、石等に分別して遺物の採集を行った。

現地調査は、平成12年7月11日に開始し、平成13年3月30日に終了した。調査区及び横穴式石

室内の調査総面積は36I正で、実働日数は、約130日間を要している。
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3　調査の概要

（1）横穴式石室

平野2号墳の主体部は、南西方向に開口する両袖式の横穴式石室であることが確認された。石

室は、墳丘のやや南側に構築されており、全長約10．6m（残存値）を測る。古墳墳頂部での標高

は59．7m、墳丘・裾部での標高は53．5mで、標高53．5m～53．1mに石室の床面が築かれている。

玄室規模は、長さ約3．8m、幅約2．5m、高さ約2．2mを測る。玄室は、右側壁は高さ約1．9m～2・3

m、幅約1m～1．7mの3枚の巨石を縦位に使ってはぼ垂直に立てており、また、左側壁も高さ

約1．9m～2．2m、幅約1m～1．8mの2枚の巨石を縦位に使ってはぼ垂直に立てているが、玄門か

ら1石めのみ下段は高さ約1．4m、幅約1．3mの石を、上段は高さ約0．7m、幅約1．1mの石を2段

にほぼ垂直に積んでいる。

奥壁は、2段積みで下段の基底石は高さ約0．8m、幅約2．5mの石を垂直に立て、上段には高さ

約1．4m、幅約2．4mの石を2段に積んでおり、上下段の石の隙間に花崗岩の粉末を詰めている。

天井には、長さ約1．6m～1．8m、幅約2．5m以上の2枚の巨石を横架している。

羨道規模は、残存長約6．8m、幅約2．0m、高さは1．5m～1．7mを測る。羨道は、左右両側壁と

も高さ約1．5m～1．7m、幅約0．8m～1．6mの巨石5枚をはぼ垂直に立てて構築されており、天井

には玄門を含め3石分までは長さ約1．7m～2．2m、幅約2．2m以上の巨石2枚を横架している。玄

門を含む玄門から4石から5石めは羨道側石のみで天井石は遺存せず、また、羨道側石は、南方

にさらにもう一石程度あったものと推定されるが、後世の石材採取により遺存していなかった。

図5　平野2号墳横穴式石室位置図（S＝1／200）
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羨道の床面全面には厚さ約10cmにわたって約10cm前後の小礫が敷き詰められていた。羨道北端

ゐ玄門付近の標高は約53．40m、羨道南端の標高は約53．10mを測る。標高差は約30cmを測り、玄

室に近づくにつれて標高が高くなって行く。

羨道床面礫層の上面からは小礫の隙間に凝灰岩や須恵器の細片等が数点が出土したが、羨道を

閉塞する閉塞石等は検出されなかった。

玄室・羨道を構築する石材は、全て平野2号墳より北方の北葛城郡王子町畠田周辺で採取され

る花崗岩が使用されており、羨道礫石は葛下川流域の河原石が使用されている。

石室の全体的な特徴として玄室の平面形態は長方形を指向するが、ほぼ同時期・同規模の大和

の主要な横穴式石室を持っ古墳と比較すると、玄室の幅に比して玄室の長さが短く、正方形に近

い平面規格を持っことが特徴的である。隣接する平野1号墳は、羨道は石を縦位に使っているも

のの、玄室は、左右側壁や奥壁とも石を横位に使って2段積で構成されている。平野1号墳と玄

室の石積技法や持送り、袖の幅等の石室の形態等に時期的な差異がみられるものの、平野1号墳

の玄室規模は、長さ約3．8m、幅約2．5mであるから玄室の平面形態や規模からみれば大和の主要

な横穴式石室を持っ古墳の中では平野1号墳が最も類似すると思われる。

（2）玄室内部の構造について

①棺台の基礎

玄室中央部には地山の赤褐色砂質土層の上に地山と同質の赤褐色砂質土層の土質と凝灰岩の粉

砕片で築き固めた突出部が設けられていることが確認された。突出部の長さは上辺180cm、下辺2

10cm、幅は、上辺60cm～65cm、下辺75cm～82cm、床面からの高さは12cmを測り、平面形態は長方

形を呈する。突出部の上面には部分的に15cm～25cm前後の安山岩の礫が置かれており、礫が埋め

られていた痕跡を示す窪みが遺存する箇所があることから、元々、この突出部全面に礫が敷かれ

ていたものと恩われる。この突出部は、玄室内での検出位置から棺を置くための棺台、あるいは、

棺台を置くための基礎（土台）に相当する部分と推定される。

②排水溝

排水溝は、棺台基礎を取り囲むように玄室の左右側壁と奥壁に沿って巡らされ、玄門仕切石想

定地よりやや南側付近で東西の排水溝が連結して羨道中央部に配される。排水溝は、幅25cm～30

cm、深さ5cm～15cmで断面形態は皿状や断面U字形を呈する。排水溝全面には棺台状の突出部に

敷かれた礫よりもやや小さい15cm前後の偏平な安山岩の礫を敷いており、この上に凝灰岩の切石

が敷設されていることから、暗渠排水溝として計画的に設置されたものと考えられる。

同時期の他の古墳の横穴式石室の排水溝の配置状況と比較すると、いずれも石棺の周囲を中心

に排水溝が巡らされて玄門より玄室内で連結することが多く、当古墳のように羨道側で交差する

ことは希である。おそらく、玄室内の棺台基礎や凝灰岩敷石、玄門の仕切石との関係から玄室内

で連結することが困難なため、このような排水溝の配置になったものと推定される。

③仕切石

左右側壁の玄門付近には直方体の延石を設置したと推定される痕跡が検出された。検出位置か

ら仕切石状の施設が設置されていた可能性が考えられる。仕切石は、痕跡箇所に凝灰岩の細片が

集積していたことから玄室内床面の敷石と同様の凝灰岩と考えられ、大きさは、その痕跡から長

さ約190cm、幅約50cm前後と推定される。
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④凝灰岩敷石

玄室内の3箇所で凝灰岩製の切石が現位置で敷き詰められた状態で逼存していた。玄室奥壁沿

いに敷かれたS－1や棺台基礎の東側に接して敷かれたS－7は採石時の破損により原形は止め

ていなかったが、玄室北東の奥壁沿いのS－2～S－6は原形を止めた状態で検出された。

このうち、唯一規格のわかる凝灰岩敷石S－2は、南北長さ85．8cm、東西幅48・7cm、厚さ13・3

cmを測り、幅30cm、高さ2cmの突出部を作り出している。このS－2に接して北側の奥壁にはS－

4～6が、S－2と東側の側壁沿いには壁の曲面に整合するように削り出された凝灰岩の切石S－

3が敷かれている。さらにこの凝灰岩敷石S－3と東側壁との間には隙間を埋めるように偏平な

安山岩の石が問詰石として詰められていた。

凝灰岩敷石S－2と同様の突出部を持つ敷石は、南方のS－7にもみられ、残存長65・Ocm、残

存幅37．0cm、厚さ15．2cmを測り、幅29．0cm、高さ2cmの突出部を作り出しているo Sr7とSp

2の突出部の高さははぼ水平で、いずれの敷石も凝灰岩の粉末を含有する地山の赤褐色砂質土層

の土を敷いて高さを調節している。

これらの玄室内に敷かれた凝灰岩の切石S－1～7は、全て二上山麓の牡丹洞付近で産出する

凝灰岩の岩質に類似する。

凝灰岩敷石S－2とS－7の突出部の位置が南北につながって揃うことや玄室左右側壁に沿っ

て部分的に凝灰岩敷石との隙間を埋めるための安山岩の偏平な問詰石が現位置で遺存している箇

所があること、また、排水溝は、凝灰岩敷石の暗渠として玄室内の雨水や湧水等を排水するため

に計画的に配置されていることなどから、これらの凝灰岩切石は当初から棺台基礎の周囲、すな

わち玄室内全面に敷き詰められていた可能性が強いものと思われる。

凝灰岩切石の敷設順序としては、最初に棺台基礎の周囲・縁辺部にS－2のような同一の規格

の切石を敷いてから、S－3の敷石のように側壁や奥壁との間に壁面の湾曲に合わせて整合する

ように現地で加工・調整して敷設したものと考えられ、規格のわかるS－2の規模から合計約20

枚程度の凝灰岩の切石が床面全面に敷き詰められていたことが推定される。

ー9－



L＝54．000m L＝＝5▲000m

［コ．．1；．1．1！

図8　平野2号墳玄室内平面・断面図（S＝1／30）
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このような横穴式石室の玄室床面に凝灰岩の切石を敷石として敷く例は、7世紀後半と考えら
8）

れる大阪府相原市安堂6支群3号墳で1例知られているが、敷石は棺を置く部分のみ棺台として

設置されており、横穴式石室の玄室の床面全面にわたって凝灰岩を敷く事例は他にみられない。
9）

敷石とは区別されるが、参考事例として大阪府南河内郡太子町御嶺山古墳では側面に格子狭間を

作り出した凝灰岩の棺台を石室いっぱいに安置している。

凝灰岩敷石の突出部のもっ意味・役割について、ただ単に、組合式石棺材や寺院基壇に伴う建

築材等を転用しただけで意味をもたない設備であるのか、例えば、大阪府南河内郡太子町松井塚
10）

古墳のように突出部の上に到抜式家形石棺状の石室等の覆屋的な構造物を組み合わせるために意

図的に作り出された設備なのか解釈の分かれるところである。

調査者自身の見解としては、凝灰岩敷石の突出部が棺台基礎と平行して設置されていることや

棺台基礎上面に敷かれた礫上での高さがやや低いものの凝灰岩敷石の突出部の高さがほぼ同じで

あることなどから、棺台を立派に見せるための装飾的な意味合いと排水処理的な役割も兼ね備え

て設置されたものと考えているが、棺台基礎西側の対称となる箇所で突出部を設けた凝灰岩敷石

が遺存していなかったことからその証明は難しく今後将来の研究課題としたい。

（3）棺について

玄室内からは通常法量遺物箱に換算して約130箱分の凝灰岩の断片や砕粉片が出土している。

当初は、この断片が凝灰岩製の家形石棺等の石棺材と推定していたが、縄掛突起等の家形石棺と

推定される凝灰岩製の石棺の部材は未確認で、これらの凝灰岩片は玄室床面に敷かれていた敷石

である可能性が強いことや後述する棺台としての使用用途が考えられる噂の存在などから、平野

2号墳の玄室内に納められた棺は石棺ではなく、木棺等の有機質の棺を使用していたものと考え

られる。野外で実施した撰別作業では木棺を塗布した漆膜片等は確認できなかったが、多数の炭

化物等を採集しており、将来的にこの中から漆膜片等が検出される可能性もあり得るため、白木

の木棺か否か、今後の遺物整理によって改めて検討したい。

（4）築造時期について

石室内部からは帰属時期の明確な土器や副葬品が出土していないため、正確な築造時期は不明

であるが、出土した僅かな須恵器片や石室形態等から東に隣接する平野1号墳（平野車塚古墳）

よりもやや新しい7世紀中頃の築造時期が考えられる。

4　出土遺物

（1）中世・近世の遺物

横穴式石室内からは、12世紀後半から16世紀にわたる中・近世の土器が出土している。玄室内

の表層からは下限を示す遺物として16世紀代の土器が散乱していることから16世紀以降に何らか

の要因で横穴式石室の開口部に土砂が積もり外部から閉ざされたものと考えられる。

①土器

中・近世土器は、石室内のほぼ全域にわたって破片の状態で検出された。とくに玄室南東側の

玄門付近では完形品を含む多数の土器の集積箇所がみられた。土器の器種としては、瓦器椀や羽

釜、土師器皿、瓦質土器等の通常の日常雑器が含まれており、比較的土師器皿が多いように見受

けられる。
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②疑似米

玄室南東側の玄門付近では完形品を含む多数の土器の集積箇所がみられた。この中世土器の集

積箇所のみ「凝似米」と称せられる米粒を模した土製品が多数出土した。凝似米は、いずれも米

粒大の大きさで、赤褐色を呈する。焼成があまく、長年の雨水等の浸透により、もろく堅緻なも
11）　　　　　　　　　　12）

のはない。このような疑似米は、奈良県宇陀郡大淀町越部古墳や兵庫県城崎町ケゴヤ古墳等の多

数の古墳から出土している。仏具等の宗教行為の痕跡を示す遺物は何も出土しておらず、具体的

な使途は不明であるが、何らかの祭祀に使用されたものと推定されており、当古墳でも中世に石

室を利用した祭祀が執り行われていた可能性が考えられる。

③銭貨

玄室内には部分的に長年の雨水等の浸透により石室のすき間から侵入した土砂が数皿堆積して

いた。この土砂を取り除くと玄室の中央部より北方の奥壁にかけては約10皿にわたって炭化物を

含む炭層が堆積しており、この炭層の分布範囲に破片も含む銭貨約16枚が出土した。遺存状態が

悪いが、銭種は、大別して「無文銭」と宋銭の「永楽通宝」の2種類に分けられる。

（2）古墳時代の遺物

上述したとおり中世に玄室内に設置されていた凝灰岩の敷石が何らかの理由で徹底的に玄室内

から抜き出されており、また、玄室床面の最下層まで中世土器が混入している状況で、純粋な古

墳時代の遺物を含む層域は検出されなかった。

古墳に伴う副葬遺物と推定されるものは、極めて少なく、須恵器の破片数点や刀子状の断片1

点と用途不明の鉄片数点に過ぎないが、特筆すべき遺物として凝灰岩と噂状遺物がある。

（彰凝灰岩

出土遺物の中では通常法量の遺物箱約130箱分にも及ぶ多数の凝灰岩の破片や粉砕片が出土し

ている。原型を保っものはなく10cm四方のものが多く見られる。現在までのところ確実に石棺の

部材と確認できるものはないことから、これらの凝灰岩の破片は玄室床面全面に敷かれていた凝

灰岩の敷石の部材と考えられる。

②噂

石室内からは多数の埼状遺物が出土している。出土状況は、凝灰岩の破片とともに散乱した状

態で出土するものが多く、原位置を保って出土したものは1点も認められなかったが、石室内で

の出土位置は、玄室内や玄門付近での出土数が最も多く、羨道の南端に向かうにつれて出土量は

少なくなる傾向がある。

噂状遺物は、現在遺物整理中ではあるが、大別して高さ約8皿、側辺の厚さ約1．2cm～2．2cm前

後、底の厚さ約1．2cm～2．2cmの箱型の浅い容器状を呈するものの破片と、短辺約17．1cm～20．5叫、

厚さ約1．2皿～1．5皿の長方形の薄い平板状を呈するものの破片の2者に分類される。平板状を呈

する噂は、さらに、短辺約17cm、厚さ約1．2cm～1．5cm、長辺約25cm以上のものと、短辺約20．5cm、

厚さ1．2cm～1．5cm、長辺約31cm以上の数種に分類できる。

噂は、両種とも全て赤褐色の土師質を呈し、器面の調整は、平板状を呈する噂は、両面ともパ

ケ調整が施される。箱型の浅い容器状を呈する噂は、内面はパケ調整であるが、底部外面と推定

される面は部分的にへラケズリが施されるものの布目圧痕を残すなど未調整の箇所を多く残して

おり、この面が表面になるとは考え難いことから箱型の容器を推定するに至った。
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噂のうち、平板状を呈する噂については、近隣では二上山西麓から南西麓の南河内地方の終末

期の横口式石櫛を主体部とする古墳から多く検出されている。いずれも原位置を保って出土した

ものは少なく、各古墳ごとに使用用途が解明された例は少ないが、噂の使用用途について、日本

では床面や側壁等の横穴式噂室を構築する部材、棺台や棺敷、床敷、閉塞施設、石櫛の周囲の問
13）

詰用材としての使用用途が考えられるはか、朝鮮半島では百済・公州熊津洞古墳等の事例から排

水溝の暗渠の蓋等の使用用途も考えられる。

古墳から出土する噂の出土状況としては、平板状を呈する数枚から数十枚程度の噂が単独で出

土する例が多く、当古墳のように平板状と箱状を呈する形状の異なる2者の土師質の噂が出土す

る例はないが、参考例として、大阪府堺市槍尾塚原2号墳では平板状の噂と陶棺に使用されたと
14）

考えられる底部外面に円筒の脚を付した箱型の容器状を呈する噂の2者が出土している。

当古墳では、出土数や形状から平板状を呈する噂については、木棺等の棺を安置したり、棺の

高さを調整したりするための棺敷等の棺台の一部としての使用用途が考えられ、具体的な使用用

途としては、玄室中央部に設置された棺台基礎の上面に敷かれていた可能性が考えられる。

また、箱型の浅い容器状を呈する噂については、その形状から陶棺等を構成する棺材の一部と

考えていたが、棺を収納するにしては容器の高さ（内法）が8cmと低いことから陶棺の身部と解

釈するにはやや難があり、また、前述したように布目圧痕等の未調整の箇所を残す面が表面、す

なわち、蓋と解釈することも難しい。このような噂と同種のものか否かは不明であるが、形態的

に最も類似するものとしては、前述した槍尾塚原2号墳出土陶棺や大阪府南河内郡河南町塚廻古
15）

墳出土緑粕陶棺等が挙げられる。当古墳から出土した噂の使用用途は不明であるが、今後の接合

作業によって玄室中央部の棺台基礎と同等の規模で棺状に復元することが可能であるならば、木

棺等の棺を収納するための外容器の可能性が最も強いと考えられるが、全く別種の供物や副葬品

を置く台等の可能性も考えられ、今後の遺物整理作業によって改めて検討して行きたい。

5　調査の成果

平野地区に残されていた江戸時代の古絵図から平野2号墳が古墳であったことは知られていた

ものの、現代まで横穴式石室は閉ざされており、横穴式石室の形態等について学界では全く不明

であったが、今回の発掘調査によって貴重な未知なる横穴式石室の発見に至った。

平野2号墳の横穴式石室は、花崗岩の巨石を縦位に使ってはぼ垂直に立てて構築していること

が特徴的であり、右横技法や石室の形態、両古墳の採集遺物等から隣接する平野1号境よりもや

や新しい要素をもっ横穴式石室であることが判明した。

平野塚穴山古墳の築造時期は不明確ではあるが、従来通り7世紀後半に比定すると、平野古墳

群の中で現存するものでは横穴式石室を内部主体とする平野1号墳から平野2号填、そして、切

石積の横穴式石室からの系譜が考えられている横口式石櫛を主体部とする平野塚穴山古墳へと平

野古墳群中での古墳の変遷を解明することができたのをはじめ、大和における7世紀の終末期の

古墳の変遷を考えるうえで新たな資料を追加することができた。

また、平野2号墳の横穴式石室は、玄室内部の床面の中央部に土で築き固めた棺台状の突出部

を基礎（土台）として設け、床面全面に二上山の産出する凝灰岩の切石を敷石として使用した横

穴式石室としては類例のない極めて特異な構造・埋葬形態を持っ古墳であることが判明した。

－13－



7世紀後半頃には平野古墳群西端の平野塚穴山古墳のような、床面や側壁、奥壁、天井石等の

全てに二上山の産出する凝灰岩の切石を組み立てて石室を構築する一種の横口式石櫛を主体部と

する古墳が突如として出現し、この種の石室構造を祖型とする凝灰岩を使用した古墳が以後、7

世紀後半から8世紀前半にかけて、飛鳥地域の高松塚古墳や牽午子塚古墳、マルコ山古墳等の被

葬者像として天皇・皇族級の高位の人物が推定される古墳の主体部として採用される。

凝灰岩を使用して石室の一部を構成するという意味において、平野2号墳の横穴式石室には平

野塚穴山古墳等の後の凝灰岩を組み立てて構築した横口式石榔に続く、その先駆的な要素が秘め

られているように考えられ、多様性のある飛鳥時代の古墳を考えるうえで極めて重要な資料にな

るものと恩われる。

横穴式石室の玄室床面全体に敷設された凝灰岩や玄室中央部に構築された棺台基礎をはじめ、

2種の噂の使用用途や系譜等、終末期に築造された古墳の墓室構造・埋葬形態・変遷を考える上

で、今後、検討すべき課題が多々残されている。

本概報では時間と紙面の都合上、精緻な報告書を作成するには至らず、概要を記すに尽きてし

まったが、後日本報告書の刊行によりその責務を果たしたい。
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Ⅲ　尼寺北廃寺第16次調査

1　位置と環境

尼寺廃寺は奈良県香芝市尼寺に所在する飛鳥時代末～白鳳時代に創建された寺院跡である。古

くから尼寺の集落内で蓮華紋軒丸瓦など古代の瓦が多く出土することから寺院跡の存在が考えら

れきた。しかし、礎石が残る基壇が南北約200m隔てて存在し、瓦もその部分を中心に分布して

いることなどから、南北2つに分かれる寺院跡（北廃寺・南廃寺）と考えられている。

北廃寺は平成3年度から平成9年度まで範囲確認調査を実施し、東向きの法隆寺式伽藍配置と

推定されている。なかでも塔跡の調査（第10次調査）では日本最大のJL、礎柱座から耳環などの舎

利荘厳具が出土し、さらに、塔基壇構築法がはっきりするなど多大な成果があった。

一方、南廃寺は役行者をまつる薬師堂に原位置を保っ礎石がいくつか残っており、その西約50

mにある般若院境内でかつて多くの軒瓦が出土したことから、伽藍がこの周辺に存在したと推定

されている。しかし、これまでの調査では直接伽藍に関係する遺構等は検出されていない。

2　調査の概要

今回の調査は個人住宅の建て替えに伴う調査で、北廃寺の東面回廊及び中門推定地である。し

かし、すでに既存建物の解体が終わり、新築建物の基礎工事が完了していたことから、調査可能

な範囲において遺構の遺存状態と中門の有無を確認するこを目的に調査を実施した。

すでに、今回の調査地の北側で東面回廊を確認（第14次調査）していることから、回廊の位置

を調査地内で復元したところ、回廊内側の大部分は基礎の下であるが、外側は調査可能な位置に

あった。そこで、この部分を確認するため東西4m、南　雲≡コ．一ン一・一LJ一一日■　　＝

北6．75mのトレンチ（Aトレンチ）を設定して人力で掘　コ

削した。その結果、推定地通りの位置で回廊外側のライ

ンが検出され、基壇構築に伴う版築土も確認された0し14

かし、このトレンチでは回廊が南北にのびていることは

確認できたが、中門とのとり付きは確認できなかった。

そこで、中門の有無と回廊内側を確認するため、基礎

の南側のわずかな空間に東西方向のトレンチ（Bトレン

チ、南北0．7m、東西11．25m）を設定し人力で掘削した。

その結果、基壇に伴う版築土が回廊幅（5．9m）より広

い範囲（約9．5m）で検出され、平面においても堆積の

違いが確認された。これにより、中門の存在が確実とな

り回廊から中門の出が東西とも約1．8mであることがわ

かった。また、蛙羽瓦も焼け落ちた状態で1点出土し、

この位置に切妻造の建物、つまり、中門があったことはヽ

！

＼

日

l確実であろう。そこで、回廊と中 雪のとり付きを確認す

るため、調査可能な中門基壇外側の部分をAトレンチの
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図9　調査地位置図（S＝1／1′000）

（上が北、数字は調査次数を示す）



方向に向かって

拡張し掘削した。

しかし、この位

置は既存建物の

汲み取り式トイ

レの位置にあた

り、壁面で土層

を確認しながら

慎重に掘り下げ

たが、既に地山

まで掘削が及ん

でおり遺構は全

く検出できなかっ

た。しかし、こ

の部分で中門が

回廊にとり付く

ことは確実であ

ろう。

3　調査の成果

今回の調査で

はこれまで推定

であった中門を

平面及び基壇を

構築する版築土

1　暗灰色土（耕作土）
2　橙褐色土（水田床土）
3　橿灰色土
4　褐色土（整地土）
5　灰色砂質土（黄褐色粘土塊含む）
6　樟褐色土
7　暗褐色土
8　暗褐色土（桂黄色粘土塊含む）
9　暗黄褐色土
10　黄褐色砂質土（鉄分多く含む）
11淡黄褐色土
12　暗黄褐色土
13　明黄褐色土
14　淡灰褐色土
15　暗褐色土
16　暗桂褐色土
17　黄褐色砂質土（旧表土）
18　暗黄褐色土（灰まじり）
19　灰褐色砂質土
20　灰色砂質土（粘土塊含む）
21灰色砂質土（炭混じり）
22　暗褐色土
23　暗黄褐色土（小石混じり）
24　褐色土
25　暗褐色土
26　明黄褐色土（炭・灰色粘土塊含む）
27　明黄褐色土
※　5～10は版築土

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5m

L＝46．5m

・・・・∴・∴．．∴．，　∴∴．∴，‥，
図10　Aトレンチ平面図、北・南壁断面図、Bトレンチ北壁断面図

によってその存在を確認した。このことによって、これまで推定であった東向きの法隆寺式伽藍

配置が確定した。なお、既に基礎工事が行われた部分については、その南側で設定したトレンチ

で、基礎が地下遺構に影響を与えていない可能性が高いことを確認しており、将来的に調査する

機会があれば回廊と中門のとり付き等が検出されるであろう。
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写 真 図 版





1．調査前の状況
（東から）

2．羨道天井石
側壁検出状況
（南から）

3．羨道土層堆積状況

（南から）



1．玄門付近羨道
土層堆積状況

（南から）

2．玄室・羨道内
調査前の状況

（北から）

3．玄室内表層除去後の

炭層内銭貨出土状況
（南から）
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1．玄室内瓦器椀等の

中世土器出土状況
（西から）

2．玄室内凝灰岩
・埼出土状況
（西から）

3．玄室内調査過程
・遺物出土状況

（南から）



1．玄室内完掘状況
（南から）

2．棺台基礎検出状況
（南から）

3．玄室内排水溝・棺

台基礎等検出状況
（北から）
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1．玄室奥壁沿いの凝
灰岩敷石検出状況

（南から）

2．玄室奥壁沿いの凝
灰岩敷石及び玄室
西側壁と凝灰岩敷

石との隙間を詰め
る小石の検出状況
（東から）

3．玄室棺台東側の凝
灰岩敷石検出状況

（西から）



1．羨道西側壁
（東から）

2．羨道西側壁を玄
室東側から望む
（北東から）

3．玄室西側壁を羨

道東側から望む
（南東から）
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1．羨道東側壁
（西から）

2．羨道東側壁を玄

室西側から望む
（北西から）

3．玄室東側壁を羨

道西側から望む
（南西から）



容器状を呈する埴・側辺外面（斜め上から）

容器状を呈する堵・底部外面の布目圧痕

／

／　容器状を呈する埼・底部内面の調整（真上から）

容器状を呈する噂・側辺外面の調整（真横から）

平板状を呈する埴（真上から）

平野2号墳第2次訪査出土埼

平板状を呈する埼（真上から）

図
版
9
　
平
野
2
号
墳
第
2
次
調
査
出
土
遺
物



図
版
1
0
　
尼
寺
北
廃
寺
第
1
6
次
調
査

1．Aトレンチ回廊

検出状況

（北から）

2．Aトレンチ北壁断面
（南から）

3．Bトレンチ全景

（南西から）
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平野2号墳 奈良県 292109 128 34度 135度 20000711 36d 範囲確認

第2次調査 香芝市
平野

1043番地

33分
51秒

42分

01秒
～

20010330

調査

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古墳 古墳時代 横穴式石 凝灰岩、 今回の調査でこれまで未確認であった

室 土師器、瓦質土器、 横穴式石室を検出した。

凝灰岩敷
石

瓦器、須恵器、銭貨 玄室中央部に棺台の基礎と推定される
土台を設け、棺台基礎の周囲、玄室全

面に二上山産の凝灰岩の切石を敷石と
して敷く特異な構造を持っ古墳である

ことが判明した。
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調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

尼寺北廃寺 奈良県 292109 143． 34度 135度 20000809 30Ⅱf 自己用専用

第16次調査 香芝市 細分 42分 ′■ヽ－′ 住宅建築に

尼寺2丁目

66－2，66－3

15秒 13秒 20000824 伴う事前調
査

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

寺院 奈良時代 瓦片等 東面北回廊と中門基壇の一一部を検出
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